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一部25mm）を使用した．砂±1の値を実験的に検討し

た結果，｝｛y±1－6mmが適当であった．

　第14図のように二つの励振器の間に45°のファラ

デー旋波子を置き，Aノ端子に入力を加えた場合，各端

子の整合負荷に得られる電力を測定した結果が第15図

である．同図（a），（b）は磁界特性であり（C）は周波

数特性である．図のA＋曲線は第15図に示される方

向に磁界を加えた時，A端子の整合負荷に得られる電

力を示し，A一は磁界の向きを逆転したときのそれであ

る．B，　Ai，　Bノについても同様である．

　vi）　ファラデー旋波子を用いた1300　Mc帯ジャィレ

　　ータ

　直交姿態励振器に一端が短絡された45°のファラデ

ー旋波子が接続されるならば，ジャイレータが得られ

る．±45°姿態励振器に前述のサーキュレt・一・タに使用し

た旋波子を接続し，その終端を短絡してジャイレータを

構成した．±45°姿態励振器は広帯域性の回路であるか

ら，このジャイレータは磁界の調整によって広帯域で動

作させることができる．第16図は，周波数の変化に応

じて磁界を調節した時の特性であり，L（H・＝O）は磁界

を加えない時の挿入損失，Hは挿入損失を最小とする

磁界の強さ，L（H±）はその時の挿入損失の値である．

7．　結　　び

生　産　研　究

考案し，これを用いて1300Mc帯のサーキュレータ，

ジャイレータを試作してその特性を実験的に検討した．

その結果だいたい理論的に予想された特性を示すことが

明らかになった．

　本実験を行なうに当たり東京電気化学KK研究部の各

位にはフェライト材料について多大のご援助を仰いだ．

また，本学高木教授，斎藤教授，黒川助教授にはご指導

ご助言をいただいた．また，本研究所の試作工場の各位

には実験装置の試作について援助を仰いだ．以上の方々

に深謝の意を表明する．　　　　　　（1960．6。20）
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